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さいころを投げて座標平面上の点 Pを動かす試行を繰り返す．最初の点 Pの位置

は原点であるとする．1回の試行では 1個のさいころを投げて，出た目に応じて以下

の規則により点 Pを動かす．

• 1または 2が出れば，点 Pを x軸方向に +1 だけ動かす．

• 3または 4が出れば，点 Pを y軸方向に +1 だけ動かす．

• 5または 6が出れぼ，点 Pを y 軸方向に −1だけ動かす．

n回目の試行直後の点 Pの座標を (xn, yn)とする．このとき，以下の問いに答えよ．

(1) x6 = y6 = 0となる確率を求めよ．

(2) y6 = 0となる確率を求めよ．

(3) y1, · · · , y5 がすべて 0以上で，かつ y6 = 0となる確率を求めよ．

(25 千葉大 5)

【答】

(1) 20
729

(2) 47
243

(3) 17
243

【解答】
1回の試行で点 Pを

x軸方向に +1 だけ動かすことを x+

y 軸方向に +1 だけ動かすことを y+
y 軸方向に −1 だけ動かすことを y−

と表す．それぞれが起こる確率はどれも 1
3
である．

(1) x6 = y6 = 0となるは，6回の試行のうち

x+が 0回, y+が 3回, y−が 3回

起こるときであるから，求める確率は
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……（答）

である．
(2) y6 = 0となるは，6回の試行のうち

• x+ が 0回, y+ が 3回, y− が 3回
• x+ が 2回, y+ が 2回, y− が 2回
• x+ が 4回, y+ が 1回, y− が 1回
• x+ が 6回, y+ が 0回, y− が 0回

のいずれかが起こるときである．これらは互いに排反であるから，求める確率は
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……（答）

である．
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(3) y1, · · · , y5 がすべて 0以上で，かつ y6 = 0となるのは

• x+ が 0回, y+ が 3回, y− が 3回が起こるとき，6回の移動は

y+y+y+y−y−y−, y+y+y−y+y−y−, y+y+y−y−y+y−,

y+y−y+y+y−y−, y+y−y+y−y+y−

の 5通りがある．
• x+ が 2回, y+ が 2回, y− が 2回が起こるとき，x+ となる位置の取り方が 6C2 通り，
残り 4か所は

y+y+y−y−, y+y−y+y−

の 2通りがあるから，6C2 · 2 = 6 · 5
2 · 1 · 2 = 30通りがある．

• x+ が 4回, y+ が 1回, y− が 1回が起こるとき，x+ となる位置の取り方が 6C4 通り，
残り 2か所は

y+y−

となるから，6C4 · 1 = 6 · 5
2 · 1 · 1 = 15通りがある．

• x+ が 6回, y+ が 0回, y− が 0回が起こるとき，

x+x+x+x+x+x+

の 1通りである．

これらは排反であるから，求める確率は
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……（答）

である．

• n回の試行直後の点 Pの座標 (xn, yn)は
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として決まる．y1, · · · , y5がすべて 0以
上で，かつ y6 = 0となるのは，右図の実
線部分を (0, 0)から (6, 0)まで進む経路
の総数であり，和の法則により

51 通り

ある．よって，求める確率は
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である．


